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1 はじめに

最近の コ ン ピ ュ ー

タ
ー の 発達は , 目を見張る もの が ある ｡ 世界を瞬時 に結び , グ ロ - パ

ル な世の 中を作り出 して い る ｡ 日本に居ながらにして , 世界各国の さまざまな情報を簡単

に手に入れる こ とが出来る ｡ まさ に
, 私たちの 日常生活に欠か せな い もの の 一

つ にな っ て

きて い る .
こ の 現象 は , 中国で も例外 で はな く ､

コ ンピ ュ
ー

タ ー の 導入が二 十 一

世紀の 中

国を大 きく変え る こ とにな るか も知れな い ｡ しか しなが ら ､ い ま の 中国 で は ､ 管見する限

りに置い て ､ 限られた 人しか コ ン ビ ュ - 夕 -

は使えず ､ また限られた場所 ､ 限られた地位

の 人以外は コ ンピ ュ ー タ ー を自由に使えない のが現状である ｡ まだまだ大衆化 にはほ ど遠
い とい えよう ｡

数年前 ､ 中国国内の コ ン ピ ュ ー

タ
ー の 台数は ､ わずか に 60 万台 ぐらい と報道された こ

とが あ るが ,
い ま で は 2 0 0 万台を越 え るとい わ れ て い る ｡ こ の よ うな状況 の 下で ､

コ ン

ピ ュ ー タ ー

( 簡単な ワ ー プロ操作) ぐらいで きなければ､ 何のために日本 ヘ 留学したの か

わか らなくな っ て きて い る ｡ そ こで , 新潟大学留学生セ ンタ ー

で は , 中国人留学生の ため

に , 中国語コ ン ピ ュ ー タ ー クラス を開設 した ｡ 主 に コ ン ビ ュ
-

夕
-

の基本的な操作が出来

るようになる こ とと､ コ ンピ ュ ー タ ー

を使う こ とによ っ て ､ 世界の 流 れ 情報社会 とい う

もの を認識させ る こ とを目的と して い る｡

留学生の 多く は ､ 学業終了後 ､ 中国に帰国し ､ 将来を背負 っ て立 つ 人材となるはずで あ

る. 人 を越え , 国境 を越え ､ 時間 を越え ､ 言語を越 える コ ン ピ ュ ー

タ
ー

を マ ス タ
ー する こ

とによ っ て , 必ずや有為 の 人材 となる こ とを信 じて疑わな い ｡ そ の ような人材 を育成する

こ とは教師と して望外の 喜びで ある ｡

筆者がかっ て中国に留学して いたとき (1 988 年) ､ コ ンピ ュ
ー

タ ー というもの は､ 大学

とい え ども皆無 に等 しい状態で あっ た ｡ しか し ､ こ こ数年来の 改革開放路線 の定着によ り ､

中国も コ ン ピ ュ ー タ ー 社会 の到来を迎えた感がある o しか しながら､

一

面で は コ ン ピ ュ ー

タ ー を導入 したの はい いが ､ 十分に使い こなせて い ない とい うの も､ また事実である ｡

筆者の 所属する留学生セ ンタ
ー

で は､ 従来からコ ンビュ -

夕
- -

を使 っ て の 日本語 の授業

を実施 してお り､ そ の 蓄積の 上 に立 っ て , 今年度か ら中国語コ ン ピ ュ ー タ - クラス を開講

した
｡ 日本語環境の 下で使え る中国語 の ワ - プ ロ ソフ トを使用 して , 日本語は もちろんの

こ と中国語入力も出来る こ とを目標 として い る ｡ また ､ 筆者と共 同執筆者 は ､ 共に中国留

学経験があり ､ 初歩的で は あるが､ コ ン ピ ュ ー

タ
ー の操作が出来た の で ､ 日本語の 補講 ( 1 )

-
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とい う枠 の なか で ､ 中国語コ ンピ ュ ー タ ー

ク ラス を開設 した ｡ さ らに , 短期留学プロ グラ

ム ( 2 ) を念頭に置いて , 担当教師が中国語と日本語 を使っ て授業す るという形態をと っ

た ｡ また ､ 新潟大学 に在籍す る留学生は 圧倒的に 中国人が多い ( 3 ) と い うこ とも ､ 中国

語 コ ン ピ ュ ー タ ー 開講の大 きな要因 とな っ た ｡

日本語 の ワ ー プ ロ ソ フ ト上 で使え る ､ 中国語 ソフ トは特 にウイ ンドウズ上で 使える もの

は非常に多く, またその性能も簡便性も優れて い るので ､ 使用する ソフ トの選択には非常

に困 っ た . とりあえず ｢ チ ャイ ニ ー ズライタ ーL+ ( 4 ) と い うソ フ トを使 っ た.

今回 ｢ チ ャイ ニ ー ズライタ ー

+ と い うソフ トを使 っ たの は ､ 前述 したような理由の 外､

日本語 と中国語が同じ画面で使 える という こ とが大きな決め 手で あ っ た ｡ 私た ちの 開講 し

て い る補講は､ 日本語の 補講で あり , 決して中国語の補講で はない か らで ある ｡

今回の中国語 コ ン ピ ュ ー タ ー 教育の 問題は､ 研究調査というよりも ､ む しろ実践記録 と

い え るもの で あるが ､ まだまだ初歩の 段階なの で , さら に検討, 改正 を加えて い き, 完壁

な もの に した い と考えて い る ｡

前述 したよ うに , 新潟大学留学生セ ンタ ー

では ､ 今年度 よ り中国語 コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

ク ラ

ス を開設した｡ これは他の大学にない 試みだ と思っ て いる ｡ 前, 後期開講し ,
8 回で完結

す るようにな っ て い る ｡ 1 ク ラス 5 名の定員を設けて い る が ､
これは コ ン ピ ュ ー

タ
ー の 台

数の 関係に よるもの で ある｡ 抽選 をして 受講者 を決めて い る ぐらい である の で , 留学生は

コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に対する関心 は高い と考え て い い で あろう ｡

まず ､ 受講者の意見 として ,
コ ン ピ ュ

ー タ ー は道具だか ら､ 自由に使い たい ･ 研究に不

可欠で ある ･ これか らは コ ンピ ュ ー タ ー の 時代で ある｡ とい っ たよ うな意見が多く見られ

た
｡

中国語 コ ン ピ ュ ー

タ
ー 入門とい う こ とで ,

コ ン ピ ュ ー タ ー の仕組み ､ 基本 システム , フ

ォ ン トの 違い な どの 説明 (講義) コ ンピ ュ ー タ ー の 簡単な 操作 ､ ワ ー プ ロ ソ フ トを使 っ て

日本語の入力方法の説明 ･ 中国語ワ ー プロ の入 力 ･ 基本操作の復習と, デジタルカメ ラを

使 っ て画像の 取り込み 方を説明 ･ 画像 を取り込み ､ カ レンダ ー ･ 年賀状を作成す るイ ンタ
ー ネ ッ トの仕組みに つ いて ( 講義) イ ンタ ー ネ ッ トの 送信 コ ン ピ ュ

ー タ ー

の ま とめ とい う

よ うな基本的な こ と しか 出来な か っ た ｡

学生の多くは , 初めて コ ンピュ
ー タ ー

に接する人が多く , 熱心 に取り組んで い るが ､ ま

だ自分で コ ンピ ュ ー タ
ー を所有して い る人が ほとんどいない の で , 授業の 時間だけコ ンピ

ュ
ー タ ー をす る人が多く , 復習 に多くの 時間 を割か れて しまう ｡ また､ 担当教員 もコ ン ピ

ュ
ー

タ
ー の専門家で はない ので ､ 学びながら ､ 教えて い る とい っ た状況で ある ｡ 入力方法

の違 い ( 日本 における 中国語入 力方法は ､
い わゆる ピンイ ン方式 ( 5 ) ( 中国語 ロ ー

マ 字)

が主流で あるが ､ 中国で は､ 他の方法も多く使われて いる ｡ また, 台湾から来た留学生 に

は ピンイ ン方式はわ か らず ､ 往昔方式 ( 6 ) と い う入力方法が主流で ある とい う) ､ そ の ほ

か ,
コ ン ピ ュ

ー タ ー 本体が日本 の もの で あり , また ソフ トも日本の もの で あるの で ､ 臨場

感 にか けるき らい がある ｡ こ の ような運用面 に つ い て は ､ まだまだ改善 の余地がある よう

に思われる ｡ ( 柴田幹夫)
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2 大学における中国語パ ソコ ン教育の 現状とその必要性

現在 ､ 中国語の 教育 , 研究の 両面か ら ,
パ ソ コ ン の 使用は不可欠な もの にな りつ つ ある ｡

教育面で は , これまで 一 人では 困難だっ た中国語の 難しい 発音の 練習を､ パ ソ コ ンを利用

する こ とで ､ 唇の 形や ､ 音声が入 っ たソフ トを使 っ て ､ 効率よく , しかも正確 にマ スタ
-

す る こ とが出来る よう にな っ た ｡ また､ 最近では ､ 辞書や翻訳機能 の つ い たソフ トも多く

開発され てお り ､ 中国語の 研究者 ･ 教育者 に と っ て ､ もはや ､ パ ソ コ ンの使用 と学習者 へ

の パ ソコ ン教育は必然的な こ とにな りつ つ ある｡ 実際に ､ 名古屋 学院大学や 愛知大学な ど､

多数の大学で も､ 正規の授業の
一

環 として , 中国語のパ ソコ ンの授業が行われて い る
一

方､

教材用に編まれた ソ フ トを使 っ て の 授業 も方 々 の 大学でわ れて い るの が現状で ある ｡ 市販

されて い るもの と して は 『実用漢語課本』 を自習教材 と して も使え る よう, 音声 ､ 録音 ､

再生 ､ ロ
ー ル プ レイ ､ 練習問題に対する 回答な ど様々 な機能を盛り込ん だ ｢ ハ イ パ

- 中国

請+ (CD - ROW) などがある し､ 各大学で も, 独自の プロ グラム に合わせ オリジ ナル ソ フ ト

を開発 し, 積極的に授業 に取 り込ん で い る ｡ また研究会 による ,
パ ソ コ ン教育の研究活動

や教育書の 出版 もお こなわ れて い る ｡ た とえ ば, 中国語 C A L C 教育研究会がそ れで ､ パ ソ

コ ン を使 っ た 中国語教育に関する研究活動 が盛ん に行われ て い る ｡

また , 中国語学の 研究 に と っ て も ､ 近年大型 の辞書
･ 研究目録 ･ 文献が , 日本を含め ､ 中

国 ･ 台湾 ･ 韓国などで次々 と漢字デ
ー タベ ー スが作られており ､ 調査だけでなく検索と索

引も同時に出来る よう にな っ た ｡ こう したデ
ー

タ ベ
ー ス は , 日本で は , 京都大学, 中国の

北京の 社会科学院, 韓国の 三 星電子などによ っ て も進められてお り ､ 研究 , 教育の両面か

らの 活用が大い に期待 され て い る ｡ ( 藤田益子)

3 授業実践記鐘

第 1 [司 :

コ ン ピ ュ
ー タ ー 入門

概説 と して , 日本語の 環境 の 中で 中国語 の環境を構築すれ ば､ 同
一 画面で 日本語 と中国

語 を同時に入力出来る こ と . また､ 中国のイ ンタ ー ネ ッ トで 中国語 の新聞を読んだり ､ ホ

- ム ペ ー ジに アクセ スする こ と も出来 る こ とを代表的な ソフ トを紹介 しなが ら説明した ｡

また ,
この授業は中国語 と日本語で行うため ､ 基本的な日本語と中国語の両方の パ ソコ ン

用語 につ い て も解説 し, 今後 の 指示 に対応出来 るよう覚え させた ｡

第 1 回 目の 作業 と して は , 基本的なコ ンピ ュ ー タ -

に関する知識 の解説後 , 指導に基づ

いて 実際に基本的な パ ソ コ ン操作を行わ せた ｡

第2 回 :

日本語と中国語 を同じ画面上 で入力

入力方法につ いて , 日本語 と中国語の そ れぞれ の方法を教え た｡

日本語 にお い て は ,
ロ

- マ 字入力で指導 した ｡ ( これ は ､ 中国語ソ フ トが , ピ ンイ ンによ

る ロ ー マ 字入力になっ て いる ことを考慮 し, 統
一

性を持たせ るためである ｡)
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指導及び実習で は ,

①ひ らがな ･

カ タ カナ の入力方法

②勘促音の ロ
ー マ字 へ の 置き換え方

③漢字変換の しか た

④記号の入力方法

などを行 っ た ｡

中国語にお い て は , 現在､ 中国語 の入 力方法は大き く 二 種類 ある ｡

一

つ は ､ 字形に よる入

力方法で ,
｢ 五筆字形法+ ( 7 ) ､ ｢ 鄭礁+ ( 8 ) ､ ｢倉嶺法+ ( 9 ) ( 台湾) とい っ た字 の形で入 力

す るもの で あり , もう 一

つ は字音 による入力方法 ｢ ピンイ ン入力+ で ある ｡ 前者は 中国や ､

台湾 ､ 香港で多く用い られてお り, 後者は , 日本な ど外国にお いて 多く用い られて い る方

法で ある ｡ 従 っ て ､ 日本で開発 され た 中国語用ソ フ トは大半がピ ンイ ン入力で ある こ と｡

また ､ 日本語, 中国語 ､ 英語をキ
ー ボ - ド上 ､ 同じ指 の動 きで行える とい う利点からも ,

ピンイ ンによ る入力方法を採用 した｡ ただ し､ 台湾か らの 留学生 に対 して は , こ の方法は

あまり適切で はない ｡ なぜな ら ､ 台湾は , 発音を あらわす の に ピンイ ンで はな く , 前述 し

た ように ｢ 注音字母+ を使 っ て い るた め ,
ピンイ ン による ロ ー マ 字表記が出来な い か らで

ある ｡ また , 他 には ､ 部首や コ ー

ドによ る入力方法 もあるが ､

一

般的には ､ 難字や検索時

の使用に とどまるもの である ｡

指導及び実習で は ､

(古人カモ
- ドの 切 り替え方

全ピ ンイ ン モ ー ド(1 0) の 入力方法

双 ピ ンイ ンモ ー ド(ll)の 入力方法

声調付 きピンイ ン表記の 固定入力方法

②言語の フ ォ ントの選択 ･ 変更方法

などの 解説 の後 , 漢字の様 々 な フ ォ ントや コ
ー ドの種類 につ いて 説明 を加え ､ 指定され

た ､ 日本語 と中国語の 文章を入力する練習 を行わ せた ｡

第 3 回 :

辞書機能を利用 し､ 画面上で翻訳作業 をす る

指導及び実習で は ､

①日中 ･ 中日辞書引きプロ グラム に つ い て解説｡

②呼び出 し方法に よる機能の違 い を解説 ｡

③起動方法 と使 い方の 指導 ｡

･ 辞書の ひ き方 と入 力方法

･ 検索文字列 を引用 し､ 辞書引きする方法

･ 日本語入力し, 中国語に変換す る方法

などを行 っ た ｡

中国語 ソフ ト上 の こ うした機能を使え ば, 辞書 内容や語釈 を自動的に入力す る こ とが出

来るが ､ 同時に手動で行う方法 と して , 基本的な ワ ー プ ロ 操作で ある ｢ カッ ト+ , ｢ コ ピ ー

+ ,

｢ ペ ー

ス ト+ の仕方を教えた .

練習 として , 中国語の 文章を入力後, 辞書機能を利用 して画面上で , 日本語 へ の翻訳作
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業をお こな っ た ｡ こ の 際､ 留学生か ら の 要望 として ､ 中日辞書機能を使用 した際 , 日本語

の発音が表記されない ことに不便さを感じる との声が上がっ た ｡ 現在 ､ 使用 して い る ｢ チ

ャイ ニ
ー ズ ライタ

ー

は , 日本人 を対象に開発 されたソ フ トであるた め , 日本語の 発音表記

は付 されて い ない ｡ 今後 は , 日本語 ･ 中国語音声デ ー タの搭載されたソ フト ｢ 国際版 中

日 / 日中統合辞典+ な どの 活用 によ っ て ､ 日本語学習面に も 一 層の 効果 を期待 出来るよ う

対応する こ とが課題である ｡ また､ 今後自動翻訳 ソフ トを使っ たの 応用練習なども ､ 研究

面で留学生を手助けす るもの と して ､ 大い に期待されており､ 今後の 教材 として の採用を

検討中で ある ｡

第 4 回 :

ワ
- ドプロセ ッ サの機能を学習する

-

( 1 )
一

括導及び実習では ､

(丑表の ある文章の 作成と編集方法

②図や写真 の挿入方法

③基本的な機能の 解説

④デジ タルカメ ラを痩っ て写真 を撮り ､ 画面 に写真を取り込む ｡

を行 っ た ｡

表の 作成練習 と して ､ カ レン ダ ー の形式を とる こ とを条件に , 数字 の入 力, 均等割付 ,

フ ォ ン トの 色設定 ､ 網掛け, 印刷プレ ビ ュ ー の な どワ ー ドプロ セ ッ サ の機能 を駆使 して学

生のイ メ
ー ジする表形式を入力させた .

そ の 後 , 取り込ん だ写真を貼り付け, 各自オ リジナ ル の カ レンダ
ー

を作らせた ｡

表 の作成は ､ 単調な表や文字 の入力にする と学生が飽きて しまい , 漫然 と した もの にな

りがち だが､ 自分の 作りた い もの の 具体的なイメ
ー

ジ を持た せ行う と, 積極的に作業 に取

り組むの で ､ 学習効果が上げる こ とが出来た｡

第 5 [司 :

ワ ー ドプロ セ ッ サ の 機能 を学習する - ( 2 ) ～

指導及び実習で は ､

①作 図の仕方

②図と文字を重ね合わせ るた め の テキス トボ ッ クス の 使い 方

③書式や 用統の サイズの 変更方法

④はがき文書の 作成

⑤新しい ソフ トのイ ンス ト
ー

ル の仕方を解説 ｡

を行 っ た｡

練習 として , 実際に各自ソ フ トをイ ンス ト ー ル し､ 使 っ て みた . また ､ 作 図や様々 な書

式を使 っ て , 文書 を作成 した ｡

第 6 回 :

ワ
ー ドプロ セ ッ サ と して の総復習

これまで学習 した こ とを駆使 し, 1 時間で ､ 各自自由に文書 を作成した ｡
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教師側か らは ､ 特 に条件を出さず , 自分がイ メ ー

ジす るも の を パ ソコ ンを使 っ て形 にす

るよう指示 を出した｡

そ の結果 ､ 作成され たもの と して は , 年末 とい う季節柄 ,
はがきを使 っ て年賀状の 形式

で作成 したもの が多か っ たが､ 中国語版 と日本語版 を作 っ たり , レイ アウトを考え るなど

の 余裕が出来 ､ 様々 な 工夫も見 られ る ようにな っ た｡

第 7 匝】:

イ ンタ ー ネ ッ トに つ い て

中国語イ ン タ ー ネ ッ ト環境の 構築 につ いて概説 ｡

中国の イ ンタ ー ネ ッ ト環境は､ ア メリカや日本 に比べ ､ 遅れて い たが､ 1 9 9 4 年か ら

本格的に取り組まれ ､ 近年飛躍的に発展 しつ つ ある ｡ 中国の 社会 へ の 理解を深めるだけで

な く ､ 新聞な どの 新 しい 情報を瞬時 に取 り入 れる こ との で きるイ ンタ
ー ネ ッ トは ､ 今や 中

国に関わ る研究者だけで なく ､ 留学生に と っ て もなくて はな らない 情報源 とな っ て い る ｡

しか し､ 中国のイ ンタ
ー ネ ッ トは ､ 主 に 中国語で構築 された もの が多く ､ 中国語の 環境 を

構築しない とい わゆる ｢ 文字化け+ を起こして しまい読む ことは出来ない ｡

中国語の 環境 を構築す る方法は ､ W i n d o w s 上 で行うか , M a ci n t o sh 上で行うかで対応

する ソフ トも違 っ てく るが , 中国語ソ フ トは W i n d o w s に対応す る もの の 方が豊富な こ と

か ら ､ 今 回の 授業で は ､ W i n d o w s 上 で行 う こ と と した ｡ ソ フ トと して 代表的な も の と し

て は,

‥

chi n e s e W ri t e Pl u s
' '

,

"

Ni H a o
”

､

"

A si a S u rf
”

, ア メリカ の
"

T wi n B rid g e
”

な どの他 ､ 中国で 開発された
"

中文之星
”

な どがある ｡ また, フリ ー

で ダウン ロ ー ドする

とす ぐ使う こ との で きるホ
ー

ム ペ
ー

ジ閲覧用ソ フ トもあり ､ 今回 はそ の うち の 一

つ で , E]

本語 ･ 中国語 ･ 韓国語が混在 した メ
ー

ル も作 れ , 繁体字 と簡体字 の フ ォ ン トが 選 べ る
‥

M i c r o s o ft G l o b al I M E f o r I E 4 & O u t l o o k E x p r e s s
' '

を使用した ｡

指導及び実習で は,

①概説の 後 ､ ダウロ ー ドの 方法 を実習｡

②中国の W e b サイ トの 紹介 ｡

③アクセ ス 方法を解説 ｡

などをおこな っ た｡

第 8 回 :

イ ンタ ー ネ ッ ト実習

先週学習 した こ とを ふ まえ ､ 実際に自分でイ ンタ ー ネ ッ トを使 っ てアクセ ス し ､ 情報 を

収集する ｡

中国の最新の 情報を､ イ ンタ ー ネ ッ トを通 じたホ ー

ム ぺ
-

ジや新聞などから ､ す ぐに入手

出来 る ことや ､ 中国の い ろい ろな図書館の デ
- 夕べ -

スが日本で検索出来る ことに ､ 学習

面で の利用が大 い に期待出来 る として , 非常に重宝だ とい う意見が多か っ た ｡ ( 藤 田益子)

4 学生の反応

今まで 二 回 ( 9 8 年度前期 , 後期) にわた っ て コ ン ピ ュ
ー タ ー

の 授業をや っ てきたわけ

で あるが ､ そ の性格上 ､ 対象学生 はす べ て 中国人で あ っ た ( 台湾か らの 留学生 も含む) 0
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彼らの うち何 人かは ､ すで に コ ン ピ ュ ー タ ー を使 っ た経験の ある学生もい たが ､ ほ とん ど

が初めて の学生であ っ た｡

今回の 学生 の 反応に つ い ては , 主と して , 今年度後期に こ の授業を受講 した学生 に つ い

て見て い きた い ｡ 特に意味はない が､ 上述の 授業内容 に即 して い るか らで ある ｡ 今回コ ン

ピ ュ
ー タ ー を受講 した学生は, 5 名で あ っ た ｡ 男性

一

人, 女性四人であ っ た｡ 女性 の うち ､

一

人 は台湾か らの 留学生で ､ 途中か ら参加 しな くな っ た ｡ こ の原因はや はり入 力方法 にあ

つ たか もしれない ｡ 彼女 は ピンイ ン入力が全くわか らなか っ た
｡ ただ台湾で広く使わ れて

い る往昔入力方法は , 教え る側が理解不足だっ た の で ､ 十分な対応 が出来なか っ た と思 っ

て い る ｡ この間題は､ 教える方法をうまく工 夫すれば解決す る問題だ と思うの で ､ 今後の

私たちの 課題 と したい ｡

今回 の 学生 の 中で は ,

一

人 の 学生だけが ､
コ ン ピ ュ

ー タ ー

の 経験があり , 日本語の能力

も比較的高か っ た ｡ 残りの 学生 は , 入 力方法がな か なかわか らず , また 日本語の 能力 もそ

れほ ど高くな い の で , 日本語を打ち込む ときに ､ か なり苦労したようで あっ た o しかし回

を重ねるうち に , だんだん早く､ 間違い も少なく入 力出来るようにな っ て きた ｡

こ の授業の 本来の 目的で ある ､ 日本語の 習得 は , 中国語の文章 を入 力して ､ そ の 文章 を

日本語に訳させ る とい う こ と で , 所期の 目的は達成 出来た と思 っ て い る ｡ これ には ､ 使用

した ソフ ト ｢ チ ャイ ニ ー ズライタ
ー

+ が非常に役に立 っ た ｡ 小学館発行 の 『中日辞典』 と

『日中辞典』 が組み込まれて い て ､ わからない 単語があれば､ 簡単に呼び出せ る とい う優

れた もの で ある ｡
ほ とん どの学生 は ､

こ の 機能 に驚 い て いた様子で あっ た ｡ 日本語で入力

をする場合に , や は り本人 の 日本語能力 とい う点が大い に問題 とな っ て く る ｡ 特に物音 ･

促音 を入 力する場合に は顕著に日本語能力の差が現れ る ｡

こ の 授業の最初の 時間に , 学生たちに何を 一

番やりたい かを聞いて み た｡ 答 えの 多くは､

イ ンタ ー ネ ッ トで あっ た ｡ 私た ち教員 のね らい もまた この イ ンタ ー ネ ッ トをうまく使える

よう にしなければ ､ とい うこ とに あっ た｡ 中国語の 入力と日本語の 入力が完全 に出来 るよ

う にな っ た後 ､ イ ンタ
ー ネ ッ トを考え て い た が ､ 準備が なかな か 出来ず ､ 少 し後 に回す こ

とに して ､ デジタルカ メラを使 っ て , 画像の 取 り込み と文章作成を して みた ｡ 前期にお い

て は､ 画像取り込み とカ レンダ ー の作成をや っ たが ､ 今期で はその はか に , 時節柄年賀状

の 作成 をや っ て みた ｡ 画像の 取り込みは ､ デジタル カメラ を用い ､ 簡単に出来た ｡ 画面上

に自分 の姿 を取り込んだ瞬間, 学生た ちか ら ､ 歓声がわ い た ｡ や はり自分の 手でやる こ と

によ っ て ,
コ ン ピ ュ ー

タ
ー 自身に対 して大きな 関心を持 っ て きた こ との顕れで あろうか ｡

この 簡単な取り込み をす る ことによっ て ､ 彼ら自身の取り組む姿勢が確実に変わっ て きた

ように思われる｡ 教育に対する動機づけの重要さを再認識 した次第である ｡

い よい よイ ンタ ー ネ ッ トの 開始であるが ､ まず必要な講義を行 っ た. 簡単にイ ンタ ー ネ

ッ トの歴史や ､ そ の 仕組みな どを解説 した . 実際 にイ ン タ
ー ネ ッ トを経験 して も らお う と

したが ､ 残念な こ とに授業を して い る国際交流会館 の 自習室の 中には ､ 学内に整備 されて

い る ラ ンと呼ばれる接続が使えず､ また電話回線もない の で ､ こ の 場所で はイ ンタ ー ネ ッ

トが出来なか っ た｡
しか たがなく, 場所を我々 の研究室の 中に移 し､ 実際に日本の ホ ー

ム

ペ ー

ジや中国の ホ ー

ム ペ
ー

ジなどを見 る こ とに した ｡ もちろん こ こで も問題がない わ けで

はなか っ たが , そ の 多く の 問題は使用 して い る漢字 コ ー ドが違うため に文字化けが起 こる

ことで あっ たが､ うまく設定する ことにより ､ 解消出来たo イ ンタ ー ネ ッ トの楽しみの -
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っ は , 瞬時に情報 を手 に入れる こ とで あるが ､ 中国版 の Y a h o o( 雅虎) と呼 ばれ る検索機能

を使っ て ､
いわゆるネッ トサ

ー

フ ィ ンを楽 しんだ ｡ 中国にも数多くの 情報発信センタ
ー が

あるの だ とい うこ とを今更ながら思い知 っ た ｡

もう
一

つ の 楽しみで ある電子 メ
ー

ル に つ い て は ､ 学生の 中に中国側 の メ
ー

ル ア ドレス を

知 っ て い る人がい なか っ た の と､ 私たち教員 の側で も向こ うの ア ドレス を知 らなか っ たた

め に ､ 直接中国には送らなか っ た｡ ただ , 中国語で作成 した文章を, 日本側でや り とりを

行 っ た ｡ 中国サイ ドの ア ドレスがわかれば, おそらく簡単に送 る ことがで きりで あろう ｡

確か に学生たちは変わ っ た ｡ 最後の 方になる と , 私たち より早く勝手に使 っ て い る姿も

見 られた ｡ やはり , 研究をする上 にも､ また個人的な趣味を生かす 上 にも情報 をうまく利

用する こ とによ っ て ､ よ り楽 しく ､ よ り簡単 に出来る とい う こ とがわか っ た の で あろう｡

ただ､ 私たち教える側の力量が､ なかなか学生のス ピ
- ドに つ いて いかず, うまく機能し

なか っ た点が多くあ っ た ｡ こ の 場を借りて ､ お詫びする次第で ある ｡

5 まとめ

こ れか ら の時代はま さに情報の 時代だ とい っ て も差 し支え な い だろう ｡
こ の よ うな時代

の 中に い きる我々 に と っ て ､ 情報化時代に申し子 ともいえるコ ン ピ ュ
ー タ ー を使い こなせ

るか 否か は ､ そ の 人個 人的な 問題に とどまらず ､ そ の 社会全体 の なか で考え なくて はな ら

ない ｡

中国か らの 留学生は , な に も日本 まで来て コ ンピ ュ
ー

タ
ー の勉強だけを して い る の では

ないが ､ 日本語の習得の
一

環 として , また自分の 国の言語を使っ て入 力出来る ことを学ぶ

こ とは ､ 将来 の 自分に と っ て決 して マイ ナス になる こ とは ない ｡ ただ ,
コ ン ピ ュ

ー タ ー の

入力方法だけを学ぶ ため に授業をや っ て い たわ けでは なく ,
コ ンピ ュ

ー タ ー と い う怪物が ,

これ か らの 生活 ､ 社会 の 中で大きな 比重を 占め る こ とは間違 い の な い こ とで ある , と い う

こ とを考えて ほ しい と思 っ て い る ｡ そ の ため に､ 講義 を何回 も入れたの で ある ｡

我々 教員の 力は微力で あるが , こ の授業をス テ ッ プと して , 留学生たち には, さらに進

ん で コ ン ピ ュ
ー タ ー を使 っ て論文を書い て ほ しい と思 う ｡ また様々 な情報 を手 に入れた り ,

研究 のた め の デ
ー タベ ー ス なども作 っ て い っ て は しい と願 っ て い る .

今回 8 回 の 授業 を通 して , う まく い っ た と ころ ,
またう まく い か なか っ た と ころな ど多

くあっ たが ､ 決して これらの経験は無駄 にす る こ となく, 次の授業に生かして いきたいと

考えて い る ｡

最後 に ､ 学生の ア ンケ
- ト結果 を少 し紹介 しよう｡ 手前味噌で はあるが , 全体 と して は

評判がよ か っ た ｡ 特に ､ 画像の取 り込み などは よか っ た という意見が多か っ た ｡
これはや

はり視覚に訴えた とこ ろが幸い した と思 っ て い る ｡ また , 全体的な面 と して は , 先生が日

本語 と中国語を使っ て説明してくれたの がよか っ た とい っ た学生もい た ｡ 実は私たちの本

当の ねら い はそ こに あっ た の で ある ｡ ボ
- グ レス の 世の 中にあ っ て ､ 日本 に いな がら , 母

国語で授業が受けられ る とい うこ とは ､ 真の 意味におい て 国際化で あり ､ 異文化交流で あ

る と思う｡ (柴 田幹夫)
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(注)

( 1 ) 単位 に関係なく , 大学に関係する 人で あれ ば自由に参加出来る 日本語 の授業 の こ と｡

( 2 ) 主 に大学間協定などに基づい て , 母国の大学に在籍 しつ つ ､ 必ず しも学位取得を目

的 とせず ､ 他国の 大学などにお ける学習､ 異文化体験 ､ 語学の 習得などを目的と し

て ､ 概ね 1 学年以内の 1 学期又 は複数学期､ 他国の大学などで教育を受けて 単位を

取得 し ､ 又 は研究指導を受けるもの で あり , そ の授業形態は母国語 ､ 又 は外国語で

行わ れ る もの をい う ｡ (『留学交流執務ハ ンドブッ ク』 参照 平成 1 0 年度､ 第 一 法

規)

( 3 ) 現在新潟大学 に在籍する 中国人 留学生 は 1 3 5 名で あり , 留学生全体の 4 7 % を占

めて い る ｡ ( 1 9 9 9 年 1 月現在)

( 4 ) 高電社発売の 中国語ソフ ト｡ 日本語ウイ ン ドウズ 9 5 環境で 中国語の 入力を行うこ

とがで きる中国語 I M E (文字入力シス テム) と中国語 フ ォ ントを備え たもの で ある ｡

ほか に も c W n n 9 5(オム ロ ン) な どの ソ フ トもあるが ､ 今回 とり あえず こ の ソ フ トを

使っ て み た｡

( 5 ) ピンイ ン とは ､ 日本語における ロ ー マ 字表記に当た るも の で , 中国語 の発音をロ ー

マ 字で 表記 した もの ｡

( 6 ) ピ ンイ ン以前に用 い られ た漢字 の字音表記 ｡ や ･ の よう に筆画の 簡単な漢字

又 は漢字 の 一

部を用い た もの ｡ 現在台湾や香港では こ の方式が使われて い る ｡

( 7 ) 中国の簡体字 ( 主 として 中国大陸で使われて い る漢字) を入力する方法で , 5 つ の

筆形を組み合わ せて入力 して い く ｡

( 8 ) 簡体字 に限らず , 漢字 を入力する こ とが出来 る ｡ 漢字 を分解した い く つ か の構成要

素を アル フ ァ ベ ッ トに置き換え , それ ら を組み合わ せ て入力 して い く ｡

( 9 ) 繁体字 (台湾や香港で使われて い る漢字) を入力する方法の ひ とつ ｡ 2 4 種類の字

形の 構成要素を組み合わせて 入力 して い く ｡

( 1 0 ) ピンイ ンを ロ ー マ字を使 っ て 1 音素単位で入 力して い く方法 ｡ 利点 として はアル

フ ァ ベ ッ ト表記に従 っ て入 力するの で ､ キ ー 配列は 日本語の ロ ー

マ 字入 力と同じ

で ある こ と｡ また不利な点 として は ,
l 舌節 ( 漢字 1 文字分) を 1 文字単位で入力

するため, キ ー 入力の 回数が多い ｡

( 1 1 ) ソ フ トウ ェ ア の キ ー ボ ー ド割 り当て に従 っ て , 声母 と韻母 に分 けて 入力し､ 1 音

節 (漢字 1 文字分) を完成する方法 o 利点 と して は ､ 全 ピンイ ンよ り も少ないキ ー

入 力ですむ . 不利な点と して は ､ 双 ピンイ ンの キ ー ボ ー

ド配列を覚えな くてはな ら

ない ｡
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